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（
評
）　

青
空
の
下
、
握
っ
た
手
の
温
も
り
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
ド
キ
ド
キ
す
る
胸

の
高
鳴
り
、
良
き
青
春
時
代
の
淡
い
初
恋
が
甦
る
。
ど
う
か
曲
が
終
ら
な
い

様
に
念
じ
つ
つ
待
っ
た
あ
の
日
の
思
い
出
が
。

（
評
）　

お
医
者
様
か
ら
処
方
さ
れ
る
薬
が
粉
薬
で
、
看
護
婦(※

)

さ
ん
が
紙
で
包

ん
で
い
た
時
代
は
遠
い
昔
に
な
り
ま
し
た
。
腹
痛
で
も
風
邪
で
も
、
い
つ
も

同
じ
胃
散
が
処
方
さ
れ
る
の
に
よ
く
効
く
。

　
　
　
　

で
も
、
母
が
隣
で
鶴
を
折
っ
て
い
る
と
は
、
少
し
心
配
で
す
。

　
　
　

（※

　

時
代
背
景
を
考
慮
し
た
表
現
に
よ
る
）

（
評
）　

こ
の
人
は
ど
こ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
を
掻
き
立
て
ま

す
。
ベ
ン
チ
入
り
し
な
く
て
も
、
背
番
号
が
貰
え
な
く
て
も
、
き
っ
と
青
春

の
思
い
出
は
美
し
い
も
の
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
評
）　

世
は
日
進
月
歩
の
情
報
通
信
革
命
。
一
分
一
秒
を
誰
よ
り
も
早
く
争
う

日
々
の
活
し
。
あ
の
重
く
て
で
か
い
緩
や
か
に
戻
る
ダ
イ
ヤ
ル
、
ツ
ウ―

ツ

ウ
と
音
が
な
つ
か
し
い
。
現
在
で
は
待
ち
き
れ
な
い
。
で
も
通
話
は
出
来
る

そ
う
で
す
。

特

選

特

選

特

選

値
が
上
が
る　

買
わ
ず
に
帰
る
こ
の
辛
さ

値
が
上
が
る　

生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
し
ぼ
る
知
恵

一　

昔　
　

日
記
と
き
ど
き
暴
れ
文
字

（
評
）　

感
情
に
押
し
流
さ
れ
て
ペ
ン
を
持
つ
手
も
つ
い
疎
か
に
な
り
、
習
慣
付
い

て
る
日
記
も
文
字
が
乱
れ
が
ち
に
。
若
い
頃
は
と
か
く
冷
静
さ
を
欠
い
た
も

の
で
あ
る
。
読
み
返
す
と
情
け
な
く
な
る
。
落
ち
着
こ
う
。

（
評
）　

世
の
中
に
物
が
あ
ふ
れ
豊
か
に
な
っ
た
気
が
し
て
い
た
の
に
、
泡
が
弾
け

て
、
心
の
貧
乏
に
気
付
く
。

　
　
　
　

工
夫
し
て
生
き
る
こ
と
は
豊
か
な
生
活
な
の
だ
な
。

（
評
）　

米
５
キ
ロ
四
千
円
。
一
万
円
で
買
え
る
米
12
キ
ロ
、
半
月
分
。
や
り
く
り

母
さ
ん
も
万
策
尽
き
る
値
段
で
す
。
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（
評
）　

店
と
客
が
互
い
に
声
か
け
合
い
、
人
と
人
と
の
対
話
。
今
で
は
買
物
と
は

何
か
、
レ
ジ
の
画
面
を
相
手
に
支
払
い
、
そ
れ
も
カ
ー
ド
で
済
ま
す
。
確
か

に
早
い
し
合
理
的
で
す
が
、
何
か
物
足
り
な
い
一
抹
の
さ
び
し
さ
を
味
わ
っ

て
い
ま
す
。
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佳

作
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佳
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作
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作
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作
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が
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少
年
達
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夢
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跡

一　
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張
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合
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我
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古
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恋
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焦
が
れ
行
く　

晩
花
詩
泉
の
歩
は
ゆ
る
り

値
が
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選
良
の
弁
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を
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佳

作
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作

一　
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子
孫
の
晴
れ
に
苗
木
植
え

一　

昔　
　

額
の
傷
は
今
は
笑
み 伊

香

信
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野
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郎

犬
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郡
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《
総
評
》

　

彦
根
市
民
文
芸
冠
句
投
句
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
年
度
は
、
小
森
和
美
先
生
と
田
中
二
天
先
生
と
で
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
よ
り
投
句
者
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
後
期
高

齢
化
に
伴
い
、
他
の
短
詩
文
芸
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

投
句
は
減
り
ま
し
た
が
内
容
は
濃
く
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
三
名
頭
を
ひ
ね
り

な
が
ら
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
「
値
が
上
が
る
」
の
題
に
対
し

投
句
の
多
く
が
、
当
世
の
米
価
を
詠
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
と
申
せ
ど
頭
の
体
操
に
次
年
度
も
多
く
の
句
を
詠
ま
れ
ま
す
様
お
祈

り
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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雪
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